
平
成
二
十
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二
月
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日
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二
月
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野

田

佳

彦

衆

議

院

議

長

横

路

孝

弘

殿

衆
議
院
議
員
馳
浩
君
提
出
原
子
力
災
害
対
策
本
部
で
の
議
事
録
未
作
成
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す

る
。



衆
議
院
議
員
馳
浩
君
提
出
原
子
力
災
害
対
策
本
部
で
の
議
事
録
未
作
成
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
災
害
対
策
本
部
の
議
事
録
そ
の
他
の
資
料
に
つ
い
て
、
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公

開
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
四
十
二
号
）
に
基
づ
く
開
示
請
求
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
該
当
す
る
文
書
の
有
無

の
確
認
に
相
当
の
時
間
を
要
し
た
た
め
、
回
答
ま
で
に
時
間
を
要
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

枝
野
内
閣
官
房
長
官
（
当
時
）
の
御
指
摘
の
発
言
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
災
害
対
策
本
部
の
議
事
録
は
な
い
が
事
務
方
は

議
事
内
容
の
記
録
を
作
成
し
て
い
る
と
の
認
識
の
下
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
六
十
六
号
）
に
お
い
て
は
、
行
政
機
関
に
お
け
る
経
緯
も
含

め
た
意
思
決
定
に
至
る
過
程
及
び
実
績
が
把
握
で
き
る
文
書
の
作
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
議
事
録
の
作
成
ま
で
は
求
め

ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
事
後
に
作
成
す
る
こ
と
も
許
容
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
東
京
電
力
株
式
会
社
の
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
及
び
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
の
事
故
発
生
後
の
緊
急
事
態
に
お
い
て
、
原
子
力
災
害
対
策
本
部
に
お
け

一



る
議
事
内
容
が
文
書
で
随
時
記
録
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
遺
憾
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

内
閣
府
が
平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
七
日
に
取
り
ま
と
め
た
「
東
日
本
大
震
災
に
対
応
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
会
議
等

の
議
事
内
容
の
記
録
の
作
成
・
保
存
状
況
調
査
」
に
お
い
て
、
議
事
録
が
作
成
・
保
存
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た

会
議
等
は
、
同
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。

五
及
び
六
に
つ
い
て

原
子
力
災
害
対
策
本
部
に
お
け
る
議
事
内
容
の
記
録
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
同
本
部
の
副
本
部
長
で
あ
る
枝
野
経
済
産
業

大
臣
に
お
い
て
、
平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
四
日
に
、
同
本
部
職
員
に
対
し
、
関
係
省
庁
と
協
議
し
つ
つ
同
年
二
月
中
に
作

業
を
終
え
る
よ
う
指
示
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
政
府
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
が
発
生
し
た
原
因
を
分
析
し
、

改
善
策
を
講
じ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

二


